
「まちづくり」「つくバス・つくタク」
地区別懇談会に関する報告

平成29年８月10日

つくば市 都市計画部 総合交通政策課

資料６
平成29年度第２回つくば市公共交通活性化協議会



１ 開催概要

(1) 目的
「立地適正化計画の策定」及び「つくバス・つくタクの

改編」の検討を進めるに当たり，地域の現状や課題及び意
見を把握するために開催した。

(2) 開催期間及び開催回数
・７月８日から19日まで11日間
・８地区に区分し，合計22回開催した
・１回当たり約90分程度

(3) 内容
・「立地適正化計画」に関する事項及び「つくバス・つく
タク」に関する事項を説明し，参加者から，質問及び御
意見を聴取した。

・その他，まちづくりに関することのついての御意見を聴
取した。

・参加者対象にアンケート調査を実施し，自由記述型で御
意見を把握した。

(4) 参加状況
①参加人数 合計411名 １回当たり平均18.7名
②アンケート回収数 317票（回収率 77.1％）

※有効回答数は設問によって異なる。
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▲桜地区 〔桜総合体育館〕

▲中心地区〔サイエンスインフォメーションセンター〕



合計 平均

22 休日 19 平日午後 18 平日夜間 59 19.7

20 休日 15 平日午後 10 平日夜間 45 15.0

21 休日 17 平日午前 10 平日夜間 48 16.0

23 平日午後 2 平日夜間 16 休日 41 13.7

34 平日午後 21 平日夜間 18 休日 73 24.3

42 平日午後 13 平日夜間 26 休日 81 27.0

22 休日 12 平日夜間 34 17.0

15 休日 15 平日夜間 30 15.0

411 18.7

３回目

199 114 98

２回目

茎崎地区

中心地区

全体

合計
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２ 地区別参加者数
 開催地区別の来場者としては，茎崎地区が最も多く，81名の参加があった。
 １回当たりの参加者の平均は18.7名であったが，大穂，豊里，桜が若干少なかった。
 １回目の開催に参加する人が多い傾向にあった。
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▼開催地区別開催会別参加者数



男性 女性 合計

第1回 10:00～ 豊里 20 1 21

第2回 14:00～ 大穂 16 4 20

第3回 10:00～ 全体 10 5 15

第4回 13:30～ 中心 9 13 22

第5回 14:00～ 豊里 10 7 17

第6回 19:00～ 豊里 8 2 10

第7回 14:00～ 全体 8 7 15

第8回 19:00～ 中心 9 3 12

第9回 14:00～ 桜 15 8 23

第10回 19:00～ 桜 2 0 2

第11回 14:00～ 谷田部 15 19 34

第12回 19:00～ 谷田部 17 4 21

第13回 14:00～ 茎崎 22 20 42

第14回 19:00～ 茎崎 10 3 13

第15回 10:00～ 谷田部 16 2 18

第16回 14:00～ 茎崎 14 12 26

第17回 10:00～ 筑波 14 8 22

第18回 13:30～ 桜 11 5 16

第19回 14:00～ 大穂 8 7 15

第20回 19:00～ 大穂 10 0 10

第21回 14:00～ 筑波 13 6 19

第22回 19:00～ 筑波 15 3 18

272 139 411

7月19日

合計

7月18日

開催情報

7月8日

7月9日

7月10日

7月11日

7月12日

7月13日

7月14日

7月15日

7月16日

３ 開催回別参加者状況
 男性の参加者の方が多かった。
 第10回（7月12日19:00～桜会場）は，夕方からの急な天候不順により参加者が少なかっ

たと想定される。
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10:00～ 13:30～ 14:00～ 19:00～ 合計

筑波 22 19 18 59

大穂 15 20 10 45

豊里 21 17 10 48

桜 39 2 41

谷田部 18 34 21 73

茎崎 68 13 81

中心地区 22 12 34

市全体 15 15 30

合計 91 22 212 86 411

１回 ２回 ３回 ４回 ５回以上 合計（実人数）

実人数 325 15 6 2 2 350

４ 参加者状況《時間帯，実参加者数》

 高齢者の参加者が多かったためか，昼間時間帯の参加が最も多かった。
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 実参加者数は350人程度と推測される。
 最も参加回数が多い人は，全22回参加していた。

時間帯別参加者数

参加者実人数
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5

５ 参加者からのご意見
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カテゴリ 北部 小田 作岡 吉沼 南部 谷田部 自由ケ丘 その他 合計

停留所 3 3 1 3 1 4 0 4 19

運行ルート 2 3 1 1 2 1 2 0 12

新規路線 0 1 0 1 0 0 0 9 11

運行便数 1 1 0 2 0 0 0 2 6

運賃 0 1 0 0 0 0 0 4 5

運行ダイヤ 1 0 0 1 0 1 0 0 3

循環バス 0 1 0 0 0 0 0 2 3

バス待ち環境 0 1 0 0 0 1 0 0 2

その他 3 0 1 1 0 1 0 27 33

合計 10 11 3 9 3 8 2 48 94

カテゴリ 筑波 大穂 豊里 桜 谷田部 茎崎 中心地区 全体 合計

予約 1 0 0 2 3 0 1 1 7

運行エリア 0 1 1 0 0 1 1 0 4

運賃 1 1 2 0 0 0 0 0 3

運行時間 0 0 0 0 0 0 0 2 2

運行車両 0 0 1 0 0 0 0 0 1

乗降場所 0 0 0 0 0 1 0 0 1

運行便数 0 0 1 0 0 0 0 1

運転マナー 0 0 0 0 1 0 0 0 1

その他 1 3 2 1 5 0 1 1 13

合計 2 5 6 2 6 2 2 3 26
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 全体的につくバスに関するご意見が多かった。
 つくバスでは，「停留所の設置」，「運行ルートの変更」，「新規路線の開設」等の意見が多かった。
 つくタクでは「予約が取れない」，「運行エリアの見直し」，等の意見が多かった。



回収数 参加者数 回収率

第1回 10:00～ 豊里 16 21 76.2%

第2回 14:00～ 大穂 15 20 75.0%

第3回 10:00～ 全体 13 15 86.7%

第4回 13:30～ 中心 19 22 86.4%

第5回 14:00～ 豊里 17 17 100.0%

第6回 19:00～ 豊里 8 10 80.0%

第7回 14:00～ 全体 11 15 73.3%

第8回 19:00～ 中心 11 12 91.7%

第9回 14:00～ 桜 19 23 82.6%

第10回 19:00～ 桜 1 2 50.0%

第11回 14:00～ 谷田部 28 34 82.4%

第12回 19:00～ 谷田部 13 21 61.9%

第13回 14:00～ 茎崎 38 42 90.5%

第14回 19:00～ 茎崎 8 13 61.5%

第15回 10:00～ 谷田部 13 18 72.2%

第16回 14:00～ 茎崎 16 26 61.5%

第17回 10:00～ 筑波 15 22 68.2%

第18回 13:30～ 桜 15 16 93.8%

第19回 14:00～ 大穂 11 15 73.3%

第20回 19:00～ 大穂 7 10 70.0%

第21回 14:00～ 筑波 11 19 57.9%

第22回 19:00～ 筑波 12 18 66.7%

317 411 77.1%

開催情報

7月8日

7月9日

7月10日

7月11日

7月12日

7月13日

7月14日

7月15日

7月16日

7月18日

7月19日

合計

６ アンケート回収状況
 アンケートの平均回収率は，約77%であった。
 各回とも参加者の大半以上がアンケートに協力をしてくれた。
 複数回参加している参加者もいるため，アンケートを記載していない人もいる。
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７ 回答者属性

性別 回答数 割合
男性 198 62%
女性 115 36%
無回答 4 1%
総計 317 100%

62% 36% 1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 無回答

 男性回答者が約６割，女性回答者が約４割であった。
 回答者の居住地は谷田部，茎崎，桜地区の回答が多い。
 回答者の年齢階層は，60歳代以上が多く，70歳代以上が最も多い。

▼居住地別回答者数 ▼年齢階層別回答者数

▼性別回答者数
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８ 参加者交通手段
 参加者の交通手段の約６割を自動車（自分で運転）が占めている。次いで，自動車（送

迎）が12％で多い。
 若干であるが，つくバス，つくタク，自転車，徒歩での参加もあった。昼間時間帯の開催

もしたため，つくタク，自転車，徒歩での参加ができたと推測される。
 谷田部地区，桜地区では，自動車以外の交通手段の利用が多い傾向にあった。

▼参加者交通手段 ▼居住地別参加者交通手段
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９ 交通政策に関する自由記述記（1/2）
 自由記述は全部で311件あった。283人の方が記載しており，記入率は約90％を占めてお

り，１人当たりの記載数は約1.09件になる。
※まちづくりに関する自由記述は92人が記載。

 懇談会の発言数よりも多くの方に記載していただけたので，実施した効果はあった。
 つくバスに関するご意見が最も多く，全体の約56％を占めている。

▼地区別カテゴリ別自由記述数
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▼カテゴリ別自由記述数

９ 交通政策に関する自由記述記（2/2）
 全体的につくバスに関するご意見が多かった。
 つくバスでは，「運行ルートの変更」，「停留所の設置」，「運行便数」，「新規路線

の開設」等の意見が多かった。
 つくタクでは「予約が取れない」，「運行時間」，「運行エリアの見直し」，等の意見

が多かった。
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「まちづくり」「つくバス・つくタク」地区別懇談会

つくバスに関するご意見可視化地図

平成29年８月10日

つくば市 都市計画部 総合交通政策課

資料7
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北部シャトル （１便当たりの利用者数16.3人）

◇路線の特徴
・停留所数が少ないため，速達性が担保されやす
い。
・停留所間の距離があるため，日常生活における
移動手段として利用しにくい。

◇課題・検討事項
・朝の便において利用者が多い。
・輸送力の増強が課題である。折返し便，車両の
大型化，増便，関鉄路線バスの有効活用等につい
て検討が必要である。
・停留所間の距離が遠いため，停留所の設置要望
がある。

田中

大貫

天久保
筑波実
験

植物園

大穂窓口
センター

花畑

つくばセンター

ウェルネス
パーク

広域連携バスの影響で筑波山口
の利用者数が増加傾向にある。

筑波交流センターは，筑波高
校の通学利用がされている。
通学者数に左右されやすい。

つくばセンターに路線が接続。

利用者の多い停留所

利用者の少ない停留所

停留所の設置希望

●シャトル型のバス路線の在り方について検討が
必要である。
→運行便数，運行ダイヤ，停留所数など

生活圏を結ぶ「吉沼⇔大
穂」，「大穂⇔小田」の新規
路線が要望されている。



小田シャトル （１便当たりの利用者数5.0人）

◇路線の特徴
・小田城への観光に利用される。
・小田地区とテクノパーク桜間の移動に
利用される。
・筑波地区からは，金田地内の運行につ
いて，速達性の低下につながっている
との指摘あり。
・生活圏の異なる２つの大型既成市街地
を経由するため，路線が長くなってい
る。

◇課題・検討事項
・テクノパーク桜からつくばセンター間
の速達性を上げるため，運行ルートの
見直し要望がある。
・テクノパーク桜，春風台の人口増加に
伴い，バス利用者が増加する可能性が
高いため，中型バスの運行を視野に入
れたバス路線の設計は必要になる。
・生活圏を踏まえると，北条地区，小田
地区は，大穂窓口センター方面にアク
セスしたい。

テクノパーク桜

栗原（移設，新設）

栄

テクノパーク桜

つくばセンター

栗原

つくばセンターに路線が接続。

金田
西

桜窓口センター

下大
島

大形

北条新田

八竜
神

北条三差路

利用者の多い停留所

利用者の少ない停留所

停留所の設置希望

●経由地が多いため，路線全体の速達性
が課題である。
→運行ルート

生活圏を結ぶ「大穂⇔小田」
の新規路線が要望されてい
る。



作岡シャトル （１便当たりの利用者数6.5人）

◇路線の特徴
・研究学園駅と大穂窓口センター間の
移動に利用される。特に，東光台の通
勤に利用されている。
・大穂窓口センターより北部での利用
が少ない。
・東光台経由の運行ルートが研究学園
駅への速達性の阻害要因となってい
る。

◇課題・検討事項
・全体として利用者が増加していな
い。速達性を向上させるか，もしくは
路線全体の見直しが必要である。
・東光台については，吉沼シャトルと
ルートを入れ替え，研究学園駅までの
速達性の向上に努める。
・学園の森など新興の商業施設付近に
停留所の増設を図り，利便性向上に努
める。

学園の森付近の
商業施設

北部工業団地内
（増設）

大穂窓口
センター

土木研究所

研究学園駅

北部工業団地の利用がある。

研究学園駅から延伸して，つくばセ
ンターまでアクセスできるようにす

る。

東光台五丁目

寺具

北部工業団地中央

大砂・今鹿島入口

作谷

研究学園西

篠崎

長高野

利用者の多い停留所

利用者の少ない停留所

停留所の設置希望

●経由地が多いため，路線全体の速達
性
が課題である。
→運行ルート



吉沼シャトル （１便当たりの利用者数6.9人）

◇路線の特徴
・豊里の杜からの通勤・通学に利用さ
れる。
・利用者が増加傾向にある。
・イーアス前の道路渋滞により，遅延
が発生しやすい。特に，上郷折り返
し便の定時性が担保されにくい。

◇課題・検討事項
・吉沼地区から，筑穂窓口方面へのバ
ス路線の開設が求められている。
・上郷から北側の吉沼方面へのルート
について，利用が少ないため検討が
必要。
・ゆかりの森，学園の森付近にバス停
の設置が求められているが，東光台
経由となった場合，市民ニーズには
対応できない。

ゆかりの森

大穂窓口センター

春日二丁
目

つくばセンター

吉沼駐在所前

研究学園駅から豊里の杜間の
停留所については，春日学園
の通学利用が減少したため，
利用者総数が減少している。

つくばセンターに路線が接続。
研究学園駅

豊里の杜

豊里中学
校

手子生

田
倉

筑波学院大学付
近

利用者の多い停留所

利用者の少ない停留所

停留所の設置希望

生活圏を結ぶ「吉沼⇔大
穂」，の新規路線が要望され
ている。



南部シャトル （１便当たりの利用者数9.5人）

◇路線の特徴
・利用者が大きく増加している路線であ
る。
・農林団地，高野台付近の通勤に利用さ
れている。
・つくばセンターから農林団地間におい
て，突発的に利用者が増加することが
あり，積み残しが発生する可能性があ
る。
・茎崎地内の利用が少ない。

◇課題・検討事項
・利用者が少ない，茎崎地区内の路線に
ついて，検討が必要である。
※茎崎庁舎の跡地の方向性も注視してお
く必要がある。

観音台の住宅地内

高野台の団地付近

榎戸の交差点付近

農林団地中
央

谷田部車庫

つくばセンター

高野
台

高見原南以下は利用者が少な
い。

つくばセンターから理化学研
究所までは利用者が多い。

つくばセンターに路線が接続。

理化学研究
所

菅間

森の里団地入口茎崎老人福祉センター

茎崎運動公園

利用者の多い停留所

利用者の少ない停留所

停留所の設置希望



谷田部シャトル （１便当たりの利用者数4.0人）

◇路線の特徴
・谷田部小・島名小の通学に利用さ
れている。
・全体的に利用者が少ない。
・TXとルートが重複しており，目的
地が不明確な路線である。

◇課題・検討事項
・谷田部小の通学利用がなくなった
場合，路線としての維持が厳しく
なる可能性が高い。
・目的地が明確でない路線のため，
利用しにくい。路線全体の見直し
が必要である。

みずほ団地

研究学園駅

谷田部窓口センター

つくばセンターに路線が未接続。

みどりの駅

万博記念公園駅

科学万博記念公園

島名十字路北
大
境

つくば市役所

ピアシティ前

みどりの駅，万博記念公園方
面への移動はあるが，全体と
して利用が弱い。

香取台

利用者の多い停留所

利用者の少ない停留所

停留所の設置希望



自由ケ丘シャトル （１便当たりの利用者数4.1人）

◇路線の特徴
・全体的に利用者が少ない。
・南部シャトルと一部路線が重複して
いる。

◇課題・検討事項
・利用者が少ないため，路線の必要性
についての検討が必要である。
・茎崎地区内の運行について，南部
シャトルとの整理が必要である。
・つくば市役所（本庁舎）までの運行
希望がある。

※茎崎庁舎の跡地の方向性も注視して
おく必要がある。

アッセの停留所

アッセ入口

つくばセンターに路線が未接続。 みどりの駅

緑ヶ丘団地

細見入口

緑ヶ丘団地からアッセ，緑の
駅間において利用者がある。

茎崎窓口センター

茎崎南郵便
局

利用者の多い停留所

利用者の少ない停留所

停留所の設置希望


